
に導く」というコンセプトを重視し、院内各所に大
村氏の収集作品を中心にヒーリングアートを展開し
ている。さらに開院以来、市民講座を定期的に開
催している。また、坂東由紀病院長の発案で、14
年から日本盲導犬協会の協力を得て「動物介在
療法」を導入。主に認知症や脳出血等の神経性
疾患でリハビリ中の患者を対象に、犬が病室を訪
問、作業療法の手伝い等を行っており、述べ
1000人以上に動物介在療法を提供。坂東病院
長は「患者様の治癒能力を引き出す効果がある。
エビデンスを蓄積していきたい」と話す。
　

率は約90％、同院から地域の医療機関への逆紹
介率は約80％に上る。診療以外でも地域の医師
会が開催する研究発表会への参加や、診療科ご
との症例検討会等を通して、地域の医療機関と積
極的に情報の共有を行っている。
　15年からは同大学医学部（神奈川県相模原市）
の教育病院として位置付けられ、卒前・卒後連
携教育や専門医制度に対応した診療技術の向上
等に注力している他、看護師や薬剤師、放射線
技師等ほぼ全ての職種に卒前実習を実施している。
　大村氏の「芸術は自然と一体となり人間を健全

記念館内や院内には大村氏の寄贈した絵画が多数展示されている。
「北里研究所大村美術品コレクション」の点数は約1700点

2代目“北里メディカルドッグ”の「モカ」（ラブラドール
レトリーバーのメス、9歳）と坂東病院長

北里大学メディカルセンター設立の推進者、
大村智・北里大特別栄誉教授

グランドピアノによる演奏等、市民コンサートが行われるロビー。
左は北里柴三郎博士の銅像

職員の子どもを預かる保育園「オレンジハウス」。
夜間保育も充実している

2012年に開設された「大村記念館」。
大村氏の数々の研究業績等を展示、紹介している

患者と医療従事者に優しい病院環境をつくる

地域医療支える「絵と緑のある病院」

スタッフが従事している。
　同院は地域医療支援病院、災害拠点病院、臨
床研修・臨床修練病院で、「共同利用登録医制度」
を導入して埼玉県央地区の2次医療圏（4市・1
町で人口計約53万人）の医療機関に院内の施設
や設備を開放している。同研究所の設立者である
北里柴三郎博士の「実学の精神」に基づき、同院
は「他の医療施設等との連携」「次世代を担う医療
従事者の育成」「患者の目線に立った療養環境の
整備」等を基本方針に掲げる。その方針の下、病
診連携により、地域の医療機関から同院への紹介

北里研究所が創立75周年を迎えた1989年
に開院した北里大学メディカルセンター（当

時の名称は北里研究所メディカルセンター病院。
2013年に現在の名称に変更）。JR高崎線北本駅
から車で約10分、北本自然観察公園に隣接した
緑豊かな病院である。
　当時の同研究所副所長で、2015年にノーベル
生理学・医学賞を受賞した大村智・同大特別栄
誉教授が研究成果で得た特許料を投入して事業
を推進した。現在、病床数は372床、標榜科は
27科、医師数は約80人で総勢約800人の医療

198 北里大学メディカルセンター（埼玉県北本市）

桜の名所・北本市だけに、北里大学メディカルセンターの敷地でも桜が楽しめる
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